
Ponteとやま地域と専門性をつなぐ連続講座 第6回 

「発達障がいの特性と可能性 
                 思春期編」 

揺れる…混乱する…といわれる「思春期」 
発達に偏りや凸凹のある子どもたちの思春期に 
周りの大人はどう向き合えばいいのか 
どんなメッセージを届ければよいのか 
保護者の皆さんも，支援者の皆さんも，そして地域の皆さんも 
ともに学びあい支えあいましょう 

講 師 宮 一志 氏（富山大学人間発達科学部教授） 

富山大学人間発達科学部教授・医学博士（兼附属病院小児発達神経科 診療指導医），
小児科専門医，小児神経専門医，てんかん専門指導医 
富山医科薬科大学 医学部医学科卒業後，小児科医として富山大学附属病院，県内病
院小児科勤務を経て，2015年9月より現職 
「重症心身障害やてんかんなどの身体疾患,発達遅滞・発達障害といった心身機能に障
害を持つ子どもたちに対して,教育・医療・福祉がどのように連携し,どのような介入
を行うことが[子どもたちの自立]を高めうるのかを考えています」 

日 時 2020年10月4日（日）10：00～11：30 

みやの森カフェ（砺波市宮森303）＆オンライン 

1000円 

①カフェで受講10名程度 
②オンラインで受講20名程度 

申し込み Mail:miyanomori.ponte@gmail.com 
 

お問い合わせ Tel:０７６３‐77‐３７３３（みやの森カフェ） 

場 所 

参加方法 

参加費 


